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～平成２２年国勢調査～ 

大阪府の人口及び世帯数（速報） 
                  大阪府総務部統計課人口・労働グループ

『～平成２２年国勢調査～大阪府の人口及び世帯数（速報）』について 

今回公表する人口及び世帯数は、平成２２年国勢調査の結果集計のために作成した

要計表に基づき、大阪府が総務省統計局の許可を受けて独自に集計したものであり、

平成２３年２月２５日に総務省統計局から公表予定の「人口速報集計」及び平成２３

年１０月公表予定の「人口等基本集計」（確報）と異なる場合があります。 

統計トピックス 



１ 人 口 

（１）人口総数 

 

  

 

 

平成 22 年国勢調査（以下、「今回調査」という。）による 10 月 1 日の大阪府の人口は、886 万 2896

人で、平成 17 年国勢調査（以下、「前回調査」という。）と比較すると、 

4 万 5730 人、率にして 0.52％の増加となった。 

 国勢調査が実施された大正 9年以降の人口の推移をみると、戦争の影響による大幅な減少を除いては

一貫して増加を続けている。しかし、人口の増加幅については、昭和 35 年～40 年の約 115 万 2 千人増

をピークに、その後は縮小傾向となっている。今回調査の増加数及び増加率は、4万 5730 人増、0.52％

増で、昭和 22 年調査を除き過去最低であった平成 12 年調査から平成 17 年・22 年調査と増加幅が大き

くなった。増加幅が大きくなった要因は、主に大阪市・堺市の人口増加によるものである。 

                                          (表１、図１、図２参照) 
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・ 人口増加数、増加率ともに前回調査を上回る 

・ 人 口 総 数  ８８６万２８９６人  

・ 増 加 数    ４万５７３０人  

・ 増 加 率      ０．５２％ （０．３８ポイント上昇） 

図１　大阪府の人口の推移（大正９年～平成２２年）
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図２　大阪府の人口の増減数及び増減率の推移（大正９年～平成２２年）
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２ 世帯数 

 

 

 

 

大阪府の世帯数は 383 万 2319 世帯で、前回調査と比較すると 17 万 8026 世帯、率にして 4.87％増加

している。 

今回調査でも、世帯数の増加率が人口の増加率を上回り、世帯規模の縮小化がさらに進んでおり、 

１世帯当たり人員は 2.31 人となった。 

（表２、図３、図４、図５参照） 
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・ 世帯数は、一貫して増加傾向           (前回調査との比較) 

世帯数 ３８３万２３１９世帯   (１７万８０２６世帯増) 

・ １世帯当たりの人員は、さらに縮小 

１世帯当たり人員 ２．３１人 （０．１人減) 

図３　大阪府の１世帯当たり人員の推移（昭和３０年～平成２２年）
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   図４　大阪府の世帯増減数及び人口増減数の推移　（昭和２５年～平成２２年）
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図５　大阪府の世帯数の増減率及び人口増減率の推移
     （昭和２５年～平成２２年）
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３ 地域別人口 

・ 大阪市地域が増加数トップ、泉北地域が増加率トップ 

・ 南河内地域が減少数、減少率ともにトップ 

大阪府を８地域に分けてその人口をみると、前回調査と比べて人口が増加した地域は、大阪市地域が

3万 7560 人増(増加率 1.43％)と最も多く、次いで泉北地域 1万 7149 人増(増加率 1.47％)、三島地域 

1 万 2707 人増(増加率 1.17％)、豊能地域 4743 人増(増加率 0.73％)となっている。 

一方、人口が減少した地域は、南河内地域が 1万 3853 人減(減少率 2.13％)と最も多く、次いで中河

内地域 1万 1218 人減(減少率 1.30％)、北河内地域 884 人減(減少率 0.07％)、泉南地域 474 人減(減少

率 0.08％)となっており、４地域で増加、４地域で減少となっている。 

 (表３、表４、図６、図７、図８、図９参照) 

 

府の地域ブロックの区分 

大阪市地域   （大阪市） 

北大阪地域    

三島地域 （吹田市、高槻市、茨木市、摂津市、島本町） 

豊能地域 （豊中市、池田市、箕面市、豊能町、能勢町） 

東大阪地域 

北河内地域 （守口市、枚方市、寝屋川市、大東市、門真市、四條畷市、交野市） 

中河内地域 （八尾市、柏原市、東大阪市） 

南河内地域   （富田林市、河内長野市、松原市、羽曳野市、藤井寺市、大阪狭山市、太子町、河南町、千早赤阪村） 

泉州地域 

泉北地域 （堺市、泉大津市、和泉市、高石市、忠岡町） 

泉南地域 （岸和田市、貝塚市、泉佐野市、泉南市、阪南市、熊取町、田尻町、岬町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

‐4‐ 

図６　大阪府の地域別人口の推移（昭和３０年～平成２２年）
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図７　大阪府の地域別人口増減数
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図８　大阪府の地域別人口増減率
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図９　大阪府の地域別人口構成比の推移（昭和３５年～平成２２年）
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４ 市町村別人口と世帯数  

                                              

(1) 人口規模 

 

 

 

大阪府の人口を市町村別にみると、大阪市が

266万 6371人と最も多く、続いて堺市 84万 2134

人、東大阪市 50 万 9632 人となっており、この

３市が 50 万人を超えている。次いで 40 万人台

が枚方市、30 万人台が豊中市、高槻市、吹田市

の３市、20 万人台が茨木市、八尾市、寝屋川市

の３市となっている。 

 このほか、10 万人以上 20 万人未満が１２市、

1 万人以上 10 万人未満が１１市８町、1 万人未

満が２町村となっており、千早赤阪村が 6015 人

と最も少なくなっている。 

 (表５参照) 
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・ 人口１０万人以上は２２市 

（前回調査より１市増加） 



(2) 人口増減数                               

  

 

 

 

 

  

 

市町村別の人口増減をみると、４３市町村の

うち、１７市３町（前回調査１６市５町）で人

口が増加し、１６市７町村（前回調査１７市５

町村）で減少した。 

 人口が最も増加したのは大阪市の3万 7560人

で、次いで堺市 1 万 1168 人、和泉市 7161 人と

なっている。 

 一方、人口が最も減少したのは、八尾市の 4835

人で、次いで河内長野市 4721 人、富田林市 4383

人となっている。 

 また、前回調査の人口減少から人口増加に転

じたのは高槻市、豊中市、大東市、藤井寺市、

の４市となっている。 

 人口増加から人口減少に転じたのは泉大津市、

泉南市、太子町、河南町、岸和田市の３市２町

となっている。 

(表６参照) 
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・ １７市３町で人口が増加 

・ 人口が最も増加したのは 

大阪市(３万７５６０人増) 

・ 人口が最も減少したのは 

八尾市(４８３５人減)  



（３）人口増減率              

 

 

 

 

  

 

市町村別の人口増加率をみると、田尻町が

11.66％と最も高く、次いで和泉市 4.03％、忠岡

町 3.03％となっている。 

一方、減少率が最も高いのは、能勢町の 9.60％

で次いで豊能町の 8.16％、千早赤阪村の 8.00％と

なっている。 

前回調査に引き続き増加している１３市３町の

中で増加率が拡大しているのは、田尻町、和泉市、

忠岡町、池田市、箕面市、大阪市、堺市、枚方市

の６市２町となっている。 

また、前回調査に引き続き減少している１３市

５町村の中で減少率が拡大しているのは、能勢町、

豊能町、千早赤阪村、河内長野市、富田林市、柏

原市、高石市、八尾市、阪南市、摂津市、羽曳野

市、東大阪市の９市３町村となっている。 

(表７参照) 
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・人口増加率が最も高いのは 

田尻町(１１．６６％増) 

・人口減少率が最も高いのは 

能勢町( ９．６０％減) 



（４）人口密度 

  

 

 

  

大阪府全体の人口密度は 4668 人であり、これ

を市町村別にみると、大阪市が 1万 1985 人と最

も高く、続いて守口市 1万 1512 人、豊中市 1万

703 人、門真市 1万 616 人となっており、この４

市が１万人／１k㎡を超えている。 

一方、能勢町が118人と最も人口密度が低く、

続いて千早赤阪村 161 人、岬町 357 人、豊能町

639 人、河南町 674 人となっており、この５町村

が１千人／１k㎡未満となっている。 

 (表８参照) 
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・ 人口密度１万人／１k㎡以上は４市 

・ 人口密度１千人／１k㎡未満は５町村 



(５)世 帯 数 

 

 

 

市町村別の世帯数の増減をみると、４３市町村のうち、３３市７町で増加(前回３２市８町村)し、

３町村で減少(前回１市２町)した。 

世帯数が最も増加したのは、大阪市の 7万 2184 世帯増、次いで堺市の 2万 1748 世帯増、枚方市 

8402 世帯増の順となっている。 

１世帯当たりの人員は、前回調査と比較して全市町村で減少しているが、その中で、１世帯当たり

人員が最も多いのは、能勢町の 3.00 人で、以下、太子町（2.89 人）、千早赤阪村（2.88 人）、泉南

市（2.85 人）と続いている。 

一方、１世帯当たり人員が最も少ないのは、大阪市の 2.02 人で、以下、門真市（2.25 人）、守口

市（2.25 人）、池田市（2.28 人）と続いている。 

 (表９、付表３参照) 
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・ ３３市７町で世帯数が増加 

・ 全市町村で１世帯当たりの人員が減少 
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